
 
 
 

国際シンポジウム 
2007 年 6 月 27 日（水）・28 日（木）・29 日（金） 

 
 
 

東アジアにおける日本と中国の新たなダイナミズム： 
遡及的視点から未来に向けたアプローチへ 

 
New Dynamics Between China and Japan 
How to Build the Future from the Past? 

 
 

会場 : 日仏会館 (27・28 日) / 早稲田大学 (29 日) 
 

入場自由・無料（事前登録の必要はありません）*  
同時通訳つき（日仏会館） 英語・通訳なし（早稲田大学） 

* 席数の都合によりご入場いただけない場合もございます。予めご了承下さい。 
 
 

学術協力：早稲田大学アジア太平洋研究センター（WIAPS）、 
アジアセンター（Asia Centre パリ）、 

現代南東アジア研究所(IRASEC、バンコク)、Réseau Asie 
後援：在日フランス大使館 

パートナーシップ : 朝日新聞 
 

 

                      

 
 
 
 
 
 

主催・問い合わせ： 
日仏会館フランス事務所 

〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿 3-9-25 
電話：03-5421-7641  ファクス 03-5421-7651 

ホームページ：http//www.mfj.gr. jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 



プログラム 
 
 
 
 

10h : 開場 
10h15 : 開会挨拶 フランソワーズ・サバン（日仏会館フランス学長） 

           アレクシ・ラメック（在日フランス大使館文化参事官） 
 

10h30-12h15 : 第第 1 セッション 過去の清算/歴史の政治的利用 
                                司会 : リオネル・バビッチ (日仏会館) 

10h30-10h55 
   ギブール・ドゥラモット(アジアセンター)  

記憶の比較的使用：日本の場合 
10h55-11h20 

キム・テホ(翰林国際関係研究所)  
相互依存と競争の適切な関係：新しい指導層のもとでの日中関係 

11h20-11h45 
チェ・ジョン(翰林国際関係研究所)  
日中関係における中国のナショナリズム研究 

11h45-12h15 : 討論 
 

12h15-13h45 : 昼食休憩 
       

13h45-15h30 : 第第 2 セッション 地域安全保障：協力と競争の中の北東アジア 
                                司会：ケネス・キノネス （国際教養大学） 

13h45-14h10 
フランソワ・ゴドマン(アジアセンター) 
核拡散：現状確認とアプローチの比較 

14h10-14h35 
ロバート・デュジャリック(テンプル大学ジャパンキャンパス) 
朝鮮半島：東アジアの不安定要因か？ 

14h35-15h 
増田雅之(防衛研究所) 
増大する中国の戦力投射能力：中国の軍事的台頭は脅威か？  

15h-15h30 : 討論  
 

15h30-15h50 : 休憩  
 

15h50-17h35 : 第第 3 セッション 地域統合の可能性と条件 
司会：フランソワ・ゴドマン（アジアセンター） 

15h50-16h15 
ソフィー・ボワソ＝デュ＝ロシェ(アジアセンター)    
日本と中国は地域に対するビジョンを共有し得るか？ 

16h15-16h40 
寺田貴(早稲田大学)   
東アジアにおける地域概念の正当化：ASEAN+3 と ASEAN+6  

16h40-17h05 
ユ・ジョンファン(清州大学) 
EU の半世紀と北東アジア統合の見通し 

17h05-17h35 : 討論 
 

 
 
 

 6 月 27 日（水）     日仏会館ホール  同時通訳あり 
北東アジア 



 
 
 
 
 

10h15 : 開場 
10h30-12h15 : 第 1 セッション 日中間の競争：事実と要因 

            司会: ユ・ジョンファン（清州大学） 
10h30-10h55   

スチパンド・キラティバ（チュラロンコーン大学）   （予定） 
タイと日本及び中国の間の経済関係 

10h55-11h20 
ギイ・フォール（現代南東アジア研究所) 
アジア開発銀行と日本と中国の影響 

11h20-11h45 
ダビッド・ホイラップ（現代南東アジア研究所) 
南東アジアへの海外直接投資と日中間の競争関係 

11h45-12h15 : 討論 
 

12h15-13h45 : 昼食休憩 
 

13h45-15h30 : 第 2 セッション 影響下の南東アジア？ 
司会： 白石昌也（早稲田大学アジア太平洋研究センター） 

13h45-14h10 
工藤年博（日本貿易振興機構アジア経済研究所） 
ミャンマーと日本：親密な関係はどのように変化したか 

14h10-14h35 
ヴュ・ドアン・ケット（ハノイ国際関係研究所) 
ベトナムから見た中国：懸念されるパートナー 

14h35-15h 
ギイ・リュベクト（現代南東アジア研究所) 
ミャンマーにおける中国の存在 

15h-15h30 : 討論 
 

15h30-15h50 : 休憩 
 

15h50-17h35 : 第 3 セッション 地域構想と発展 
                    司会：ギイ・フォール（現代南東アジア研究所） 

15h50-16h15 
白石昌也（早稲田大学アジア太平洋研究センター) 
日本とインドシナ半島の再構築 

16h15-16h40 
クリスチャン・タイヤール（フランス国立科学研究センター) 
大メコン圏地域の経済回廊：半島および地域の大国に対する新たな賭け 

16h40-17h05 
石田正美（日本貿易振興機構アジア経済研究所) 
大メコン圏地域経済回廊の実効性の検証：なぜ東西回廊よりもバンコクｰハノイルートが
クローズアップされるのか 
 

17h05-17h35 : 討論 
 
 
 
 
 

6 月 28 日（木）  日仏会館ホール   同時通訳あり 
南東アジア 



 
 
 
 
 

 
10h - 10h10 : 開会挨拶  早稲田大学アジア太平洋研究センター代表 
10h10 - 10h40 

植木（川勝）千可子（早稲田大学アジア太平洋研究センター） 
「中国脅威論」の台頭：日米のエリート層の対中認識 

10h40 ‒ 11h10 
園田茂人（早稲田大学アジア太平洋研究センター) 
東アジアは日本と中国をいかにとらえているか：アジア・バロメーター調査の結果から 

11h10 ‒ 12h10 : シンポジウム発表者による全体討論 
12h10 ‒ 12h15：閉会挨拶 

            
司会：白白石昌也（早稲田大学アジア太平洋研究センター） 

ケネス・キノネス（国際教養大学） 
 
 
 
 

 

 
                                                                           http://www.waseda.jp/jp/campus/index.html より 

 
日仏会館  
〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿 3-9-25 
JR 山手線/東京メトロ日比谷線「恵比寿」駅下車 エビスガーデンプレイス方面に徒歩 15 分 
 
早稲田大学（西早稲田キャンパス）  
〒169-8050 東京都新宿区西早稲田 1-6-1 
JR 山手線/西武新宿線「高田馬場」駅下車 徒歩 20 分 
東京メトロ東西線「早稲田」駅下車 徒歩 7 分 

6 月 29 日（金） 早稲田大学  英語・通訳なし 
（西早稲田キャンパス 19 号館 3 階 315 号室） 

東アジアの未来に対するよりよい理解に向けて 


